
第 1章高齢者一般調査

(5)近所付き合い

間 18 ご近所との付き合いで最も近いちのにOをつけてください。(0は1つ〉

全体

(N=2，985) 

「一男性

性 (n=1，315)

別 女性

L一(n=1，609)

「い目目ωル……O←M…~叶叩6斜4(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

70-74 車震置2(吋 9

別 75-79歳

l 
80-84歳
(n=312) 

85歳以上

【近所付き合い】

-ほとんどつきあいがない

図道で会えばあいさっする程度

B軽く話をする程度

回話や訪問しあう人がいる

回悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいる

図近所づきあいをしたくない

ロ無回答

0% 20% 40% 60弛 80拡 100% 

近所づきあいの程度は、 fほとんどつきあいがなしリの 9.6%と f道で会えばあいさつする程度j の

33.4%を合わせた、 『近所付き合いが少ない人』は43.0%。反対に「話や訪問しあう人がいるjの 15.1%

と 「悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいるJの 5.1%を合わせた、『近所付き合いが多い人』は

20.2%となっている。

性別でみると、男性は「道で会えばあいさつする程度J、女性は「軽く話をする程度j の付き合いが

最も多く、男性は女性よりも近所付き合いが少ない傾向にある。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

【近所付き合い×世帯構成別】(経年比較)

。
b、』ま

程る道で 桜 る宮古 み悩 な近 唖E

同 と く や あみ い所 同
答 ん 皮会 話 訪 うや づ 答
数 ど え を 問 ほ困 き

つ lま す し どっ あ
き あ る あ のた し、
あ b、 程 フ 人と を
L、 さ ~ 人 がき し
カ2 'つ カE しる、頼』こ た
な す b、 く

2，985 287 996 1，043 451 152 10 16 
全体

100.0 9.6 33.4 34.9 15. 1 5.1 0.3 1.5 
ひと型主主らし世帯 633 16.3 28.9 27.5 16.71 7.9 0.8 1.9 
夫婦だけで、二人とも65歳以上

816 5.0 33. 5 39.1 3.9 0.1 2.0 の世帯
夫婦だけで、どちらかが65歳以

219 10.5 34.2 40.2 10.0 4. 1 0.5 0.5 上の世務
t!t 夫婦だけで、 一人とも65歳未満

210 8.1 41. 4 37.6 10.5 2.4 0.0 。。
干持 の世帯
構 あなたとその他の高齢者 (65歳

90 13.3 35.6 33.3 14.4 1. 1 0.0 2.2 成 以上の方)のみの世帯
J:!IJ 一世代同居世帯 (65歳未満の方

514 9.5 32. 7 36.8 15.6 4.5 0.0 1.0 がいらっしゃる世幣)
二世代同居世帯世(6幣5歳)未満の方 121 6.6 36.1 32.2 18.2 5.8 0.8 0.0 がし、らっしゃる
その他の世稽 318 8.5 34.6 33.6 14.5 6.0 0.6 2.2 
無凶年草 64 10.9 37. 5 28.1 9.4 9.4 0.0 4. 7 

平成22年度 2，939 9.6 31. 1 34.8 15.6 6.6 0.3 2.1 
経

年
平成19年度 3， 161 8.0 33.6 32.1 16.7 8.0 * 1.6 

上じ
較

平成16年度 2， 722 9.1 34.8 33.3 14.2 7.7 * 0.9 

度
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度

-
度

年

-
年
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年
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17.5 5.7 

16.4 8.8 

18.8 8.6 

世帯構成別にみると、ひとり暮らし世帯では「悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいるJが他の

世帯に比べてやや高くなっているものの、「ほとんどつきあいがないJでも他に比べ高い割合を占めて

いる。

経年比較でみると、「ほとんどつきあいがないJの割合は、平成 19年度調査で一旦減少したものの前

回増加し、 今回も閉じ割合となっている。一方、「悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいるJでは、

平成 19年度に一旦増加したものの、これ以降今固まで減少している。
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(6 )孤立死について

①孤立死する可能性

第 1章高齢者一般調査

間 19 あなたは、ご自身が孤立死する司能性があると思いますか。 (0は1つ〉

【孤立死する可能性】

-ほとんど可能性はない 四多少の可能性はある ロ十分可能性はある

ロ無回答
L一一一

全体
(N=2，985) 

ひとり暮らし世帯
(n=633) 

夫婦だけで、二人とも65歳以上
の世平静
(n=816) 

夫婦だけで、どちらかが65歳以上
の世帯
(n=219) 

世 夫婦だけで、二人とも65歳未溺
の世帯

手書 (n=210) 

3 あなたとその他の高齢者
別 (65歳以上の方)のみの世帯

(n=90) 

二世代同居世帯(65歳未満の方が
いらっしゃる世帯)
(n=514) 

三世代同居世俗(65歳未満の方が
いらっしゃる世帯)
(n=121) 

その他の世帯
(n=318) 

0覧 20覧 40覧 60覧 80覧 100覧

孤立死する可能性としては、 「ほとんど、可能性はないJが 54.1%となっている。一方「多少の可能性

はあるJの 15.9%と 「十分可能性はあるj の 5.4%を合わせた 『可能性がある』と考える人の割合は、

21. 3%となっている。

世帯構成別にみると、ひとり暮らし世帯で半数以上が『可能性がある』と答えており、他世帯ではい

ずれも 「ほとんど、可能'性はないJが高い割合を占めている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

【孤立死する可能性×性別 ・年齢別・世帯構成別・外出状況別・近所付き合い別・健康状態別】

回 ほと 少多 分十 かわ 回費生

生E んの可ら答

数ど可能な
可 能性い
能性は
性 はあ
はある
なる
し、

全体 2lo，9o8-E Cl5，64.141 145759 516.04 2639.01 よJ46 

l，3151 5701 1375.22 1 

性 暗H空夜 企一ι旦
B11 645.91801 6.61 29.5 

0 ~647 21 531 16. c5.72471 06 

|t05~~6749 595L517.65.3231  
6801 54.31 1444.71 263023 5 

年 4281 50.51 15.76.25.22.3 
申告 5~7 3 61 9 14 7 4. 15.4 3 2 
別 0~8 2131 60.61 17.81 4.71 14.62.3 

RE1 3，歳~以 450.01 16.79.23.80.0 

り.ll<ら〆世帯 63 23.21 3841 17 19.7 L17 7 
与i 詰t~t で、 ー 人台 )65歳W， 1-:0)世第 8161 57 11 2.71 26. E 

で 』イち )'が街頭 上の世帯 2191 55.31 9.61 1. 81 33.31 0.0 
吊t~t Fで 人 バ '世務 2101 61 C 143 2. 2141 05 

主 あみなのた世務とその他の開問 (6l員以上の方)の 9C 45.61 16.71 6.71 30.01 1. 1 

警m 二る世世代帯)同居世帯 1の方がいらっしゃ 5l' 72.81 6.81 0.81 18.91 0.8 

5J1) I三る世世代術)同居世帯 iの方がいらっしゃ 121 82.61 3. 31 0.81 12.41 0.8 

|そ然の回他答の世議 361E4 654197 19049 4I67 2241.g2 27自E 

Z，61 55.21 15g5.22.90  
状外 封 ，ている 52.41 13.81 6. 23. 4a 

53')況出 ，ど外出 ，なし 1331 34.61 18.8 7.51 26dI_!L旦

司 21 4111 21314.61 22.0 l 1.C 1 
近 fLつぱあきいあいさがつすないる程度 9 50.71 17 1 5 2S.0 

1庁 ピす 5程F l，O 56.21 14.73.24. a0.8  
}.II)付 L うがいる 4511 63.91 135 3.81 18. E O 

き 闘っ '宙百あ}ほどの人がし、る 62.51 17 250..E { 2130..0 0L.3 C 
ぷH当、 斤J Pあい 〆たくない I01 40.01 20. ( 
b、 461 39.11 4.31 4.31 6.51 45.7 

司t君寸 1 ，38 58.11 1 3. ( 3.11 24.9 0.9 

|何自立ら 争ゆ、病普気通やに生障活がいしはていあるるが、 日常生活は 1，3481 49.61 18.61 7.91 22.51 1. 4 

高園一 I何自立ら 明外外病出出気はもやでで際ききがなるいいはあるが、 家の中では 16E 57.11 20.21 4.81 14.91 3.0 

2 明仁…時い二買気2る士やL号障土f)lがLt-もA-fがーFエあっ?てて、 日中ドッ ドの上で 3t 56.81 10.81 2.71 27 01 2.7 

別 、1日中ベッドの上に 161 68.81 0.01 6.31 18.81 6.3 

|無回答 2 E41.41 1~2 1 0 13.81 27.6 

世帯構成別では、ひとり暮らし世帯で「多少の可能性はあるj の 38.1%と「十分可能性はあるJの

17.2%を合わせると、可能性があると考える人は 55.3%と過半数を占めている。一方、二世代同居世帯

や三世代同居世帯では、「ほとんど可能性はないj と答えた人が全体の 70%以上となっている。
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第 1章高齢者一般調査

②孤立死する可能性がある理由

【間 19でr2.jかr3.jと答えた方にうかがいます】

間 19-1 主な理由は次のどれに当たりますか。 (0はいくつでも〉

【孤立死する可能性がある理由】

0也 20覧 40覧 60% 80% 

ひとり暮らしだから 54.6 

近所とのつきあいが少ないから

親族とのつきあいが少ないから

あまり外出しないから

特に理由はない

その他

わからない

無回答

全体(n=635)

孤立死する可能性がある主な理由としては、「ひとり暮らしだからJが54.6%と最も多く 、次いで、「近

所とのつきあいが少ないからJが28.0%、「親族とのつきあいが少ないからJが 15.3%となっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

【孤立死する可能性がある理由×性別・年齢別・世帯構成別・健康状態別】

v- な親 なilI あ 特 そ わ 無
回 と い族 い所 ま の 方、 回

答 り かと かと り 理 他 ら 答
数 馨 らの らの 外 由 な

ら 'つ 'コ 出 lま し、

し き き し な
だ あ あ な し、
缶、 b、 し、 し、

ら 地2 i>~ 色、

少 少 ら

全体 635 347 97 178 44 69 99 10 12 
100.0 54.6 15.3 28.0 6.9 10.9 15.6 1.6 1.9 

男性 250 42.4 20.0 36.0 6.8 14.4 13.6 2.0 1.2 
性

去;性 370 62.4 11. 9 23.0 7.3 8. 1 17.3 1.4 2.4 5JIJ 
無回答 15 66. 7 20.0 20.0 0.0 20.0 6. 7 。。 0.0 
60~64歳 156 49.4 16.7 34.0 1.9 14. 1 18.6 0.6 0.0 
65~69歳 130 44.6 18.5 29.2 8.5 10.8 21. 5 3.1 0.0 

年 70~74歳 135 56.3 15.6 28.1 5.2 7.4 12.6 1.5 5.2 
齢 75~79歳 94 62.8 10.6 18.1 7.4 12.8 14.9 2.1 3.2 
}3IJ 80~84歳 61 67.2 13. 1 26.2 16.4 6.6 8.2 1.6 0.0 

85歳以上 48 60.4 10.4 27.1 12.5 10.4 10.4 。。 4.2 
無回答 11 63.6 27.3 27.3 0.0 18.2 9.1 。。 0.0 
ひとり基らし世帯 350 95.7 12.3 22.3 6.0 0.9 6.0 。。 1.1 
夫婦だけで、 二人とも65歳以上の

114 2.6 19.3 36.0 8.8 18.4 24.6 5.3 5.3 
世事普
夫婦だけで、どちらかが65歳以上

25 4.0 24.0 44.0 12.0 20.0 24.0 4.0 0.0 
の世帯

世 夫婦だけで、一人とも65歳未満の
36 2.8 13.9 41. 7 2.8 25.0 33.3 2.8 0.0 ;僻 世帯

構 あなたとその他の局総者 (65歳以
21 4.8 19.0 28.6 14.3 23.8 28.6 0.0 0.0 

成 上の方)のみの世帯
}3IJ 一世代同し居ゃ世る世帯帯(6)5歳未満の方が 39 2.6 23.1 35.9 10.3 25.6 30.8 0.0 5. 1 

いらっ
二世代問屋世裕 (65歳未満の方が

5 0.0 0.0 40.0 。。 。。 60.0 。。 0.0 
いらっしゃる世帯)
その他の世務 35 0.0 11.3 20.0 5.7 40.0 28.6 5. 7 0.0 
費量回答 10 50.0 30.0 40.0 。。 20.0 10.0 。。 0.0 
健康で、将通に生活している 224 50.0 11. 6 24.6 1.8 13.4 17.0 2. 7 1.3 
何らかの病気や立隊、外がいはあるが、 358 58.1 17.9 29.9 8. 1 10.3 14.5 1.1 1.4 

健
日常生活は白 出もできる

康
何らかの病気や障がいはあるが、

42 57. 1 14.3 33.3 26.2 2.4 16.7 。。 2.4 
状

家の中では自立、外出はできない

慾
病気や隊がいがあって、日中も

5 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 
5JIJ 

ベッドの上での生活が主体である
病気や障がいがあって、 11:1中

l 0.0 0.0 100.0 。。 。。 0.0 0.0 0.0 
ベッドの上にいる
無回答 5 20.0 0.0 0.0 。。 20.0 20.0 。。 40.0 

性別でみると、女性は男性に比べ、fひとり暮らしだからj の割合が 62.4%と高く、男性は女性に比

べ f親族とのつきあいが少ないからj が20.0%、「近所とのつきあいが少なし、からJが36.0%と高い割

合を占める。

健康状態別では、いずれも「ひとり暮らしだ、からJとの回答が多いが、何らかの病気や障がいはある

が、家の中では自立、外出はできない人で「あまり外出しないからJの割合が 26.2%と、他に比べ高い

割合を占めている。
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第 1章高齢者一般調査

③孤立死防止策

問20 孤立死防ヰ策として必要と思うものはどれですか。 (0はいくつでち〉

ご近所の見守り

行政が提供する信祉サービス

地域福祉活動への普参加

行政による啓発活動

定期的な宅配サービス

通院

企業の見守りサービス

わからない

その他

無回答

O首

【孤立死防止策】

10覧 20覧 30覧 40" 50% 

41.3 

会体(N=2，985)

孤立死防止策として必要と思うものは、 「ご近所の見守りJが 41.3%で最も多く、次いで「行政が提

供する福祉サービ、スJが39.7%となっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

【孤立死防止策×性別・年齢別・世帯構成別 ・健康状態別】

(%) 
サ行 行 通 」、~ 地

期定 :iE わ そ 無
回 1 j攻 政 院 近 域 業 台、 の 回
答 ピが 所 福 的 の ら 他 答

数 ス提 よ の 中止 な 見 な
供 る 見 活 宅 守 し、

す 啓 守 動 配 り

る 発 り ，、、 サ サ
福 活 の

社 動 参 ピ ピ
力日 ス ス

全体
2，985 1，184 465 375 1，232 630 404 145 440 106 262 
100.0 39. 7 15.6 12.6 41. 3 21. 1 13.5 4.9 14.7 3.6 8.8 

4生 男性 1. 315 40. 3 18.9 12.7 42.9 22.4 14.4 4.8 15.4 3.3 6.6 
女性 1，609 39.2 12.9 12.4 40.2 20.3 13.0 4.9 14.2 3.8 10.3 l'lIJ 
|無回公 61 39.3 16.4 13. 1 34.4 14.8 9.8 4.9 14.8 3.3 14.8 
60-64歳 720 47. 1 14.0 6.5 47.5 24.6 19.4 6.4 15. 1 4.2 2.9 
65-69歳 680 42.6 19.6 9. 7 42.9 27.4 14.7 5. 7 15.9 2.9 5.3 

年 70-74歳 590 37.3 15.9 12.5 42.2 20.8 10.8 3. 2 15. 1 3.1 10.0 
齢 75-79歳 428 32.5 13.8 17. 1 35.0 16.8 8.4 3. 7 15.7 4.4 13.6 
別 80-84綴 312 33. 3 16.0 22.8 39. 7 12.5 11. 5 4. 5 11. 2 4.8 12.2 

85歳以上 213 34. 7 9.9 16.9 29.6 12.7 10.8 4. 7 12.2 1.4 19.7 
無田空室 42 42.9 16.7 19.0 28.6 14.3 11. 9 2.4 14.3 2.4 19.0 
ひとり暮ら し世務 633 33. 3 10.0 15.3 30.6 16.0 8.8 4.3 19.4 5.4 10.3 
夫婦だけで、一人とも65歳以上の

816 40.9 19.4 14.0 43.3 22. 7 11. 5 3.6 12.7 2.5 8目。
世干帯

夫婦だけで、どちらかが65歳以上
219 47.9 19.6 8.2 47.0 24.2 18.3 4.1 16.4 3.2 5.9 

の世帯事
世 夫婦だけで、一人とも65歳未満の

210 49.0 17.6 9.0 53.8 30.0 22.4 7.1 11. 9 5. 7 2.4 
帯 世手持
構 あなたとその他の向齢者 (65歳以

90 34.4 11. 1 20.0 28.9 17.8 15.6 4.4 16.7 5.6 6. 7 
成 上の方)のみの世帯
.l3IJ 一世代同居世術 (65歳未満の方が

514 42.8 14.0 10.7 46.5 22.4 14.8 5.8 12.3 2.3 7.8 
いらっ しゃる世帯)
ニ世代同居世帯 (65歳未満の方が

121 42. 1 16.5 12.4 49.6 19.8 11. 6 5.0 9.1 4.1 10.7 
いら他っムの企世手3持5世時一
その 318 34.3 17.0 9. 7 39.9 20.8 17.0 7.5 16.4 2.8 11.6 
|無恒室主 64 31. 3 12.5 12.5 26.6 10.9 14. 1 1.6 17.2 3. 1 28. 1 
健康で、普通に生活している 1，387 41. 9 16. 1 7.0 47.2 26.1 16.5 5.5 12.5 4.0 7.4 
何らかの病気や障がいはあるが、

1，348 37. 7 15.7 17.5 38.4 18.4 11. 1 4.1 17.2 3.2 8目2
日常生前号は自立、外出もできる

健
|何家のらかの病気や憶がいはあるが、h長 168 43.5 11. 9 20.8 26.2 8.9 12.5 6.0 12.5 2.4 11. 9 

状
中では自立、外出はできない

態
病気や隠がいがあって、日中も

37 37.8 18.9 16.2 27.0 8.1 10.8 8.1 21. 6 2. 7 10.8 
別

ベッドの上での生活が主体である
病気や障がいがあって、 1日中

ベッ ドの上にいる
16 25.0 12.5 0.0 18.8 6.3 0.0 6.3 31. 3 6.3 25.0 

無回答 29 13.8 0.0 3.4 6.9 3.4 3.4 0.0 0.0 6.9 72.4 

年齢別にみると、 85歳以上では f行政が提供する福祉サービ、スJでの回答が最も多く、このほかでは

いずれも fご近所の見守り Jが多くなっている。また。「行政が提供する福祉サービスj、「地域福祉活

動への参加Jについては、低い年齢層で割合が高い傾向にある。

健康状態別でみると、健康で、普通に生活している人や、何らかの病気や障がいはあるが、日常生活

は自立、外出もできる人では 「ご近所の見守りJとの回答が多く、自立度が低い層では「行政が提供す

る福祉サービスJでの回答が多くなっている。
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第 1章高齢者一般調査

(7 )災害時や緊急時について

①一人での避難

間21 災害時や緊急時に、一人で避難することができますか。(0は1つ〉

【一人での避難】

-避難できる

図一人で判断できるが、避難はできない

白一人では判断できないし、避難もできない

回わからない

ロ無回答

全体
(N=2，985) 

ひとり暮らし世帯
(n=633) 

1.6 

2.5 

0% 20% 40覧 60% 80% 100% 

一人で避難することができるかについては、「避難できるJが81.3%となっている。しかし、「一人で

判断できるが、避難はできないJの 7.6%と「一人では判断できないし、避難もできないJの 2.9%を

合わせた 10.5%は、一人で避難することができない。また、ひとり暮らし世帯では、「一人で判断でき

るが、避難はできないJの 10.7%と、「一人では判断できないし、避難もできないJの 3.8%を合わせ

た 14.5%は、一人で避難することができないとしている。

【一人での避難×性別・世帯構成別】

、，
避 避 し わ 無

回 難 幾人 人 色、 回

答 で はで 避で ら 答
数 き で辛IJ 難は な

る き断 も半IJ し、

なで で断
し、き きで

る なき
カ2 いな

b、

全体
2，985 2，428 227 88 193 49 
100.0 81. 3 7.6 2.9 6.5 1.6 

性
|男性 1. 315 87.8 5.0 1.9 4.4 0.9 
女性 1. 609 76.4 9.6 3.8 8.0 2.2 

}.JIJ 
無回答 61 72. 1 11. 5 3.3 9.8 3. 3 
ひとり暮らし世帯 633 74. 1 10.7 3.8 8.8 2. 5 
夫婦だけで 人とも65歳以 tの世帯 816 84. 1 6.3 2. 1 6.3 1.3 

世 夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世幣 219 88. 1 6.4 0.0 5.0 0.5 
有者 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世格 210 97.6 1.4 。。 1.0 0.0 
構 あなたとその他の両荷台者 (65歳以上の方)のみの世帯 90 75.6 13.3 2.2 8.9 0.0 
成 世代同居世僻 (65歳未満の方がいらっしゃる世僻) 514 80.2 9.3 4.3 5.3 1.0 
}.JIJ ー世代同居世待 (65歳未満の方がいらっしゃる世待) 121 77.7 6.6 8.3 6.6 0.8 

その他の世帯 318 81. 1 4. 7 3.5 7.9 2.8 
無回答 64 67.2 12.5 3.1 7.8 9.4 

性別では、男性の「避難できるJと答えた人の割合が、女性に比べ高くなっている。
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②手助けを頼める人の有無

間 22 災害時や緊急時に、手聞けを頼める人〈同居者を含む〉はいますか。 (0は1つ〉

【手助けを頼める人の有無】

図時間帯によってはいる 図いない 回わからない

全体

(N=2，985) 

0% 20拡 40覧 60覧 80覧 100% 

災害時や緊急時に手助けを頼める人は、 「常時いるJが 48.5%と半数近くを占める。ほかに 「時間帯

によってはいるJが 30.8%を占め、『し、なし、Jは 12.8%となっている。

【手助けを頼める人の有無×性別・世帯構成別・一人での避難】

(%) 

常 時 L、 わ 担E

回 時 間 な 台、 回
答 し、 f持 b、 ら 答
聖k る な

よ U、
つ

て
は
b、
る

全体
2，985 1，449 919 383 179 55 
100.0 48. 5 30.8 12.8 6.0 1.8 

性
|男性 1. 315 55.5 22.8 14. 1 6.5 1.1 
|女性 1. 609 43. 5 37.1 11. 5 5.4 2.5 

別 無問答 61 31. 1 36.1 21. 3 11. 5 0.0 
ひとり暮らし世機 633 19.7 26.9 37.8 12.0 3.6 
失婦だけで、 人とも65歳以上の世椛 816 63.8 22.2 7. 1 5.8 1.1 

世 夫婦だけで、どちらかが65歳以上の1量得 219 57. 5 28.3 8. 7 4. 1 1.4 
手持 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世帯 210 55. 7 34.3 6. 7 2.9 0.5 
構 あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世帯 90 47.8 33.3 12.2 6. 7 。。
成 世代同居世帯 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯) 514 49.8 43.8 3. 1 2. 3 1.0 
5.lIJ 世代同居世帯 (65歳未満の方がいらっしゃる世帯) 121 51. 2 40.5 2.5 3. 3 2.5 

その他の世帯 318 54.4 34.9 4. 1 4.1 2.5 
無回答 64 40.6 29. 7 15.6 9.4 4. 7 

一避難できる 2，428 52.4 29.6 12.0 5.1 0.9 

避人 一人で判断できるが、避難はできない 227 34.8 41. 0 21. 1 3.1 。。
人では判断できないし、避難もできない 88 43.2 38.6 12.5 3.4 2.3 難で わからない 193 26.4 35.2 14.5 22. 3 1.6 の然回答 49 18.4 10.2 8.2 4.1 59.2 

性別では、 f常時いるJと「時間帯によってはいるJを合わせて『いる』と答えた人の割合は、女性

の方が高い。

世帯構成別では、ひとり暮らし世帯で「常時いるjと答えた人は 19.7%と他の世帯に比べ割合が低く、

一方で「いないJと答えた人は 37.8%で、他の世帯に比べ高くなっている。

-46 -



第 1章高齢者一般調査

③災害が起きた時の心配事や問題点

間23 災害が起きた時のI~\配事や問題点はありますか。 (0はいくつでも〉

【災害が起きた時の心配事や問題点】

0覧 10覧 20覧 30覧 40拡 50拡

避難所での生活が不安 協 働微弱務級協後修復額制

情報をうまく入手できない 隊後後後後後後後多緩め 0.9

避雛所に行くことが雛しい協勿勿務務~ 10.8 

家が崖織れや浸水の心配がある1WAl3.9

その他 u~8.4

無回答隊後務務後務務2~22.9

会体(N=2.985)

災害が起きた時の心配事や問題点は、「避難所で、の生活が不安Jが 44.4%で最も多く、次いで 「情報

をうま く入手できないJが 30.9%、「避難所に行くことが難しいJが 10.8%、「家が崖崩れや浸水の心

配があるJが3.9%となっている。

【災害が起きた時の心配事や問題点×性別 ・世帯構成別】

(%) 

な情 し遊 遊 配家 そ 無

回 い報 い英霊 英霊 がが の 回

2事 を 所 所 あ崖 他 2事
数 つ で る崩

ま 行 の れ
く く 生 や
入 」、， 活 浸
手 と カ2 水
で カ2 不 の
き 草壁 安 ，心

全体
2.985 922 321 1.324 115 250 683 
100.0 30.9 10.8 41.4 3.9 8.4 22.9 

性
l男性 1.315 30.5 8.7 39.9 3.9 9. 7 23.8 

glJ 女性 1. 609 31. 4 12.4 48.0 3.9 7.2 22.2 
無 田容 61 26.2 13.1 44. 3 1.6 11. 5 21. 3 
ひとり春らし世帯 633 34.3 14.2 44.1 2.8 8.5 21. 3 
1夫婦だけで 人とも65歳以上の世帯 816 30.3 9. 7 41. 4 3.3 8.0 25.5 

1!t 夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世帯 219 27.4 5.9 55. 7 4.1 11. 0 16.0 
f符 夫婦だけで、 人とも65織未満の世帯事 210 32.4 2.9 56. 7 4.3 6.7 15.7 
構 あなたとその他の高紛者 (65歳以上の方)のみの世帯 90 21. 1 13.3 43. 3 5.6 11. 1 27.8 
成 t世代同居世務 (65歳未満の方がいらっしゃる世待) 514 34.4 13.2 43.4 4.9 7.2 21. 6 
glJ ー世代同属・世帯 (65歳未、満の方がいらっしゃる世帯) 121 22.3 13.2 44.6 4.1 5.8 30.6 

その他の世帯 318 31. 1 9.4 40.9 4. 7 10. 1 22.6 
無 田容 64 12.5 10.9 31. 3 3.1 10.9 42.2 

性別でみると、女性は男性に比べ「避難所に行く ことが難ししリ、「避難所で、の生活が不安Jの割合が

高くなっている。

世帯構成別では、ひとり暮ら し世帯で 「情報をうま く入手できないjや「避難所に行くことが難しいj

の割合が他の世帯に比べやや高くなっている。
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(8) 防災・防犯のための個人情報の共有について

問24 あなたは、 市が保有する高齢者の情報を、防災や防犯のだめに、自治協議会や自主防災 ・

防犯組織といつだ関係団体と共有することを、どのようにお考えですか。

最ち近いものにOをつけてください。 (0は1つ〉

【防災・防犯のための個人情報の共有について】

(%) 
に防 限防 活防 わ 無

回 共災 の災 周災 台、 回
答 有 範 し ら 答
数 -防 囲防 な防 な

活犯 でds いds し、

用の 共の ほの
す~ 有~ う為
ペで -で がで
きあ 活あ よあ
でれ 用れ いつ

あば しば? て
る て必 も

積 も要 共
緩 よ最 有

的 い小

全 体 2，985 677 1，509 201 480 118 
100.0 22. 7 50.6 6. 7 16. 1 4.0 

性 男性 1.315 27.6 49. 7 5.9 14.0 2.8 
女性 1. 609 18.5 51. 7 7.3 17.7 4.8 

}JIJ 
無回答; 61 27.9 37.7 9.8 18.0 6.6 
60-64歳 720 20. 1 57.4 7.5 13.5 1.5 
65-69歳 680 20.9 54.4 9. 1 14.3 1.3 

年 70-74歳 590 24.4 49. 7 5.9 15. 1 4.9 
齢 75-79歳 428 22.9 43.9 6.5 22.2 4.4 
}JIJ 80-84歳 312 28.8 41. 0 3.5 19.2 7.4 

85歳以上 213 20.2 47.4 3.8 17.4 11. 3 
無回答 42 35. 7 38.1 7. 1 11. 9 7. 1 
ひとり暮らし世帯 633 19. 1 44. 1 8.4 22.7 5. 7 
夫婦だけで、 人とも65歳以上の世帯 816 26.2 52.5 5. 1 12.4 3.8 

世 夫婦だけで、どちらかが65歳以上の世帯 219 24.2 53.9 7.8 12.3 1.8 
帯 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世帯 210 25.2 53.8 8.1 11. 9 1.0 
情 あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世裕 90 21. 1 52.2 11.1 14.4 1.1 
成 世代同居t世幣 (65歳未満の方がいらっしゃる役得) 514 21. 0 56.0 6.0 15.4 1.6 
月IJ一世代同居役務 (65歳未満の方がいらっしゃる役務) 121 25.6 50.4 4.1 17.4 2. 5 

その他の世帯 318 18.6 49. 7 6.9 18.9 6.0 
無回答 64 29. 7 26.6 6.3 15.6 21. 9 

防災 ・防犯のための個人情報の共有については、「防災、防犯の為で、あれば必要最小限の範囲で共有 ・

活用しでもよいJの50.6%と、「防災、防犯の為であれば、積極的に共有・活用すべきであるjの22.7%

を合わせた7割の人が、個人情報の共有・活用について肯定的な意見を持っている。

性別でみると、女性に比べて男性で、個人情報の共有 ・活用について肯定的な意見を持っている割合

が高くなっている。

年齢別にみると、いずれも「防災、防犯の為で、あれば必要最小限の範囲で、共有 ・活用しでもよいj と

の回答が多いが、 60歳代の年齢層ではこれが過半数を占めており、 80"-'84歳では 「防災、防犯の為で

あれば、積極的に共有 ・活用すべきであるJの割合が、他に比べて高くなっている。
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(9 )保健・医療・福祉の情報源

問 25 あなたは介護保険をはじめ、保健・医療・福祉などについての情報は、どこから知ること

が多いですか。 (0はいくつでも〉

【保健・医療・福祉の情報源】

市政だより

テレビやラジオ

新聞、雑誌

友人や知人、近所の人

家族

病院や診療所、薬局

パンフレットやチラシ、ポスター

区役所の保健福祉窓口

インターネット

ケアマネジャー(介護支媛専門員)

いきいきセンターふくおか

(地域包括支援センター)

民生委員・児童委員

ホームへJレバーやデイサービスセンターなどの

介護サービス事業者

講演会や介護講習会

その他

無回答

O覧 20覧 40% 60% 80% 

ーーーーー司、

69.1 

会体(N=2.985)

保健・医療・福祉などについての情報を知る手段は f市政だより j が69.1%で最も多く、次いで 「テ

レビやラジオJの53.0%、f新聞、雑誌Jの44.3%が主な情報源となっている。
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【保健・医療・福祉の情報源×性別・年齢別 ・世帯構成別】
(%) 

政市
ア

新聞
シパ 区 ンおい

3援Kケア のサホ
回 レ ン 役 タかき 介 II 
4穿 だ ピ ポフ 所 I~い 専マ 議ピム

数 よ や 雑 スレ の )地き F司ネ サスヘ

り フ 誌 タlツト 保 峻セ 邑ジ セノレ
ジ 健 包ン ヤ ビンパ

オ や 福 括タ スタ l
チ キ止 支 l ( 事 lや

フ 窓 緩ふ 介 業なデ
口 セく 議 者どイ

会 体
2，985 2，063 1.583 1.323 438 264 143 178 94 
100.0 69. 1 53.0 44.3 14.7 8.8 4.8 6.0 3. 1 

性 ~性 1.315 65.3 51. 3 48. 1 16.5 9.2 4.3 4. 7 3.1 
女性 1. 609 72.6 54.4 41. 8 13.4 8.3 4.9 7.0 3.2 

>>IJ 
無回答 61 59.0 54.1 29.5 9.8 14.8 13.1 4.9 3.3 
60-64歳 720 62.4 54. 7 42.9 17.1 7.8 0.8 3.3 1.7 
65-69歳 680 72.8 51. 9 47.8 16.0 7.2 2.6 2.6 1.8 

を手 70-74歳 590 74.7 52.9 48.5 15. 1 10.0 4.2 2.9 1.9 
齢 75~79歳 428 74.3 57.7 41. 8 12. 1 9.8 6. 1 6.3 2.8 
BIJ 80-84歳 312 65.4 52.6 42.9 10.6 9.9 11. 5 12.8 6.4 

85歳以上 213 61. 5 42.3 36.6 14.1 10.3 12. 7 23.0 12.2 
銀ロ空E 42 59.5 54.8 28.6 4.8 11. 9 11. 9 7.1 2.4 
ひとり暮らし世帯 633 65.2 52.1 32.2 9.6 10.7 6.8 7.0 4.9 
夫婦だけで、 一人とも65歳以上

816 76. 7 52.8 52.0 17.0 8.3 5.6 4. 7 2. 7 
の世帯

夫婦だけで、どちらかが65歳以
219 65.3 54.8 46.6 14.6 7.8 2.3 5.0 1.8 

上の位術
世 夫婦だけで、 一人とも65歳未満

210 60.0 51. 9 50.5 18. 1 8.6 1.9 3.8 1.9 手持 の世幣
構 あなたとその他の品齢者 (65歳

90 70.0 63.3 44.4 13.3 13.3 8.9 10.0 5.6 
成 以上の方)のみの世帯
.sIJ 一世代同居世帯 (6帯5歳)未満の方 514 70.6 54. 7 47.5 15.8 6.6 3. 1 6.6 2.9 

がいらっしゃる世

ニ世代同居世帯 (65歳未満の方
121 71. 1 47. 1 44.6 9.9 10.7 5.0 10.7 5.8 

がいらっしゃる世帯)
その他の世稽 318 63.2 51. 6 40.9 17.3 9.1 3.5 5. 7 1.6 
無回答 64 65.6 53.1 29. 7 12.5 7.8 6.3 4. 7 1.6 

(%) 
病 民 言揖 友 家 イ そ 告，、、司E、

回 院 生 液 人 族 ン の 回

答 や 委 d2h 3Z や タ 他 答
数 当槍タ.. 員 や 知

療 介 人 ネ
所 児 2盤 ツ

重量 5尊 近 ト
薬 委 習 所

局 民 ぷzιx の
人

全 体 2，985 459 136 66 760 673 246 58 56 
100.0 15.4 4.6 2. 2 25.5 22.5 8.2 1.9 1.9 

性
男性 1.315 16.0 3.9 1.9 18. 7 21. 5 12.2 2.4 1.2 

.sIJ 
立:性 1. 609 14.7 5.0 2. 5 31. 0 23.4 5.0 1.6 2.5 
無国主主 61 19.7 6.6 1.6 26.2 21. 3 6.6 1.6 0.0 
60-64歳 720 10.8 1.3 1.4 26. 7 19.3 16.4 2.6 1.3 
65-69歳 680 12.5 3.2 1.3 26.0 22.9 10.6 2.5 1.0 

年 70-74歳 590 15.4 4.1 2.7 29.0 21. 0 4.9 1.4 2.0 
齢 75-79歳 428 18.2 5.6 4.0 24.5 21. 0 2.6 1.9 1.9 
_jJIJ 80-84餓 312 23.1 10.6 2.9 23.1 26.9 3.5 1.0 3.8 

85歳以上 213 21. 6 9.4 1.9 15.0 33.3 0.9 0.9 3.8 
無 u空E 42 21. 4 9.5 2.4 26.2 21. 4 7. 1 2.4 。。
ひとり暮らし世情 633 15.8 7.4 2. 2 26.4 11. 8 4.9 2.4 3.2 
夫婦だけで、一人と も65歳以上

816 16.9 5.4 2.9 26.2 25.6 6.5 1.5 1. 1 
の世裕

夫婦だけで、どちらかが65歳以
219 11. 0 2.3 0.9 19.2 22.4 11.9 3.2 1.4 

上の世宇野
世 夫婦だけで、二人とも65歳未満

210 10.0 1.0 1.4 26.2 21. 9 22.4 2.4 0.5 
帯 の世帯
車帯 あなたとその他の高齢者 (65歳

90 13.3 4.4 2.2 16.7 17.8 1. 1 3.3 0.0 
成 以上の方)のみの世帯
)1IJ 一世代同居世帯 (65歳未満の方

514 16.3 2.3 2. 3 28.4 28.4 9.5 1.6 1.2 
がいらっしゃる世術)

二世代同居世帯世(6帯5歳未満の方
がいらっしゃる ) 

121 19.0 5.0 1.7 25.6 32.2 5.8 3.3 0.8 

その他の世帯事 318 15. 1 3.5 1.6 22.6 24.5 8.8 0.9 4.4 
無回答 64 14.1 7.8 3. 1 28. 1 23.4 6.3 1.6 3. 1 
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性別でみると、女性は f市政だより j、「友人や知人、近所の人Jなど割合が男性に比べ高く、男性で

は「新聞、雑誌J、「インターネットJの割合が女性に比べ高くなっている。

年齢別では、いずれも「市政だより j、fテレビやラジオj、f新聞、雑誌Jなどの媒体の割合が高いが、

比較的低い年齢層では f友人や知人、近所の人J、「インターネットJなどの割合が高く、 80歳以上では、

「いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)J、「ケアマネジャー(介護支援専門員)J、fホー

ムヘノレバーやデイサービスなどの介護サービス事業者j、「病院や診療所、薬局J、f民生委員・児童委員j

など、公共の窓口や福祉、医療機関及びその関係者の割合が高くなっている。

世帯構成別では、いずれも「市政だよりJ、fテレビやラジオJ、f新聞、雑誌Jなどの答えが多いが、

ひとり暮らし世帯では、「民生委員・児童委員j の割合が他の世帯に比べやや高くなっている。
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4. 健康・福祉

(1 )健康状態

間26 あなたの現在の健康状態はいかがですか。最ち近いちのにOをつけてください。(0は1つ〉

日

川

町

歳

山

リ

歳

リ

歳

。

歳

。

歳

リ

上

幻

)

け

ゆ

4
M
A
9
M臥

4
M
m
9
M
μ
4
M

以
川

則

一

性

吋

性

市

立

~

吋

司

イ

一

ヴ

イ

ヰ

寸

司

現

一

=

体

叫

男

加

女

加

印

何

回

h

m
何

百

h

m

h

&

U

全

例

「

性

別

L
「
I
l
-
-
年
齢
刷

m
i
l
-
-
L

【健康状態×性別・年齢別】

-健康で、普通に生活している

四何らかの病気や障がいはあるが、日常生活は自立、外出もできる

ロ何らかの病気や障がいはあるが、家の中では自立、外出はできない

闘病気や障がいがあって、日中もベッドの上での生活が主体である

日病気や隊がいがあって、 1日中ベッドの上にいる

ロ無回答

1.2 0.5 1.0 

1.1 0.4 0.4 

1.4 0.7 1.4 

0.4 0.0 0.4 

0.3 0.0 0.1 

1.2 0.50.8 

0.5 0.2 1.4 

0.6 1.3 

0% 20% 40覧 60首 80% 100拡

健康状態は、 f健康で、普通に生活しているJの 46.5%と「何らかの病気や障がいはあるが、 日常生

活は自立、外出もできるJの45.2%を合わせた9割の人が自立した生活を送っている。

性別でみると、男性では 「何らかの病気や障がいはあるが、日常生活は自立、外出もできるj、女性

では「健康で、普通に生活しているJとの回答が最も多くなっている。

年齢別では、年齢が上がるにしたがい自立した生活をしている人は減少しており、 85歳以上で自立し

た生活をしている人は 57.3%となっている。
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第 1章高齢者一般調査

【健康状態×世帯構成別】 (経年比較)

(%) 

て健 自はイiiJ 自は何 でて病 にて病 型経

回 い康 立あら 立あら の気 い、気 回

答 るで るか るか 生日や る 1や 答
数 外がの 外がの 活中隊 日隊

普 出 病 出 病 がもが 中が
通 も日気 は家気 主ベい ^~、

で常や でのや 体ツが ツが

生 き生降 き中隊 でドあ ドあ
活 る情が なでが あのつ のつ

し はL、 いはい る上 上
2，985 1，387 1，318 168 37 16 29 

全体
100.0 46.5 45.2 5.6 1.2 0.5 1.0 

ひeり慕らし世帯 633 37.3 51. 5 8. 7 0.6 0.2 1.7 
夫婦だけで、 一人とも65歳以上

816 42.9 50.0 4.4 1.6 0.5 0.6 
の世帯
夫婦だけで、どちらかが65歳以

219 61. 2 35.6 2.3 0.5 0.0 0.5 
上の世幣

世 夫婦だけで、 一人とも65歳未満
210 70.0 28.6 1.0 0.0 0.0 0.5 帯幸 の世帯

構 あなたとその他の高齢者 (65歳
90 47.8 46. 7 1. 1 1. 1 2.2 1.1 目立 以上の方)のみの世帯

}.jIJ 一世代同居世帯 (65歳未満の方
514 44.4 44.2 8.6 2.3 0.4 0.2 

がいらっしゃる世帯)

二世代同居し世ゃ帯る世(6帯5歳)未滴の方 121 52.1 34.7 6.6 1.7 3.3 1.7 
がいらっ
その他の1!t務 318 49. 7 42.5 4.4 0.9 0.9 1.6 
|無 回答 64 43.8 46.9 4. 7 1.6 0.0 3. 1 

平成22年度 2，939 44.0 45.9 6.0 2.1 0.8 
経
年

平成19年度 3，161 41. 3 46.8 7.5 1.7 1. 1 
比
較

平成16年度 2， 722 45.4 41. 7 8.5 1.6 1.9 

度

一
度

-
度

年

-
年

-
年

PO
園

内
'
U

圃

《

習

の
4

・
。，u
・
‘』

成

プ
成

-
成

平

-
平

-
平

世帯構成別にみると、ひとり暮らし世帯や夫婦だけで、 二人とも 65歳以上の世帯では、「何らかの病

気や障がいはあるが、日常生活は自立、外出もできるJ人が半数を占め、他の世帯よりも高い割合とな

っている。

経年比較でみると、「健康で、普通に生活しているJ人の割合が、前回調査から今回にかけて増加し

ている。

高齢者のみの世帯でみると、「健康で、普通に生活しているJ人と、「何らかの病気や障がいはあるが、

日常生活は自立、外出もできるj人を合わせた『自立した生活をしている』人は今回 90.7%と、前回調

査の 88.9%をやや上回っている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(2)生活機能評価のための基本チェック(二次予防事業対象者)

問 27 あなたの生活状態について、次の1'"'-'25の項目ごとに当てはまるちのにそれぞれOをつ

けてください。(項目ごとにOは1つ〉

【二次予防事業対象者×性別・年齢別・健康状態別】

全体
(n= 1，759) 

「男性
性 (n=825)

男Ij 女性

L (n=円戸=9則2却捌0ω ) 

「…(n=6引15)70-74歳
{円=5引14)

275~79歳
園酎;， (n=340ω ) 
B知別Ij l じ0-吋(n=206) 

85怠以上

(n=84) 「峨…で叶普髄通に岨明一生甥臨中活乱町しロて
(n=808) 

日常生活lま自立、外出も
健 ひとりでできる(n=906)

空 家の中では自立、外出|ま

長 ひとりでできない(n=37)

見IJ 日中もベッドのよでの生活が

し…ω1日中ベッドの上にいる
(n=O) 

-二次予防事業対象者 ロ非該当者・無回答

0.0 

0弛 20% 40覧 60覧 80覧

-54-
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第 1章高齢者一般調査

65歳以上の高齢者で、現在、要介護認定を受けていない人を対象に、25項目からなる介護予防のた

めの基本チェックリスト 【調査内容については報告書の最終章の参考資料(使用 した調査票)の 1.高

齢者一般調査の問 27を参照】に回答してもらった。

運動器の機能の5項目中 3項目以上で筋力の衰えがみられる人、栄養状態の2項目中いずれも低栄養

の可能性のある人、口腔機能の状態の 3項目 中2項目以上で機能が低下している人、また、普段の生活

が自分で出来ない、外出頻度が少ない、物忘れがみられるなどを含む 10項目 以上に該当する人を二次

予防事業対象者と した。

【高齢者の心の健康づくりにおける予防 ・支援の対象】

-該当者 回非該当者 ロ無回答

平成25年度全体
認知機能の低下が ‘

(n= 1.759) 

みられる人 1 平成22年度会体
(n=1.696) 

2.4 

0覧 20% 40% 60覧 80覧 100覧

-該当者 回非該当者 ロ無回答

平成25年度全体

うつ傾向にある人

2年度会体 物物務修復努後援7538級協働物復調|3.1(n=1.696) 勿時勿

0覧 20% 40% 60% 80覧 100覧

予防 ・支援の対象となる、物忘れなどの3項目 (問 27の 18"'-'20)中 1項目 以上に該当 した認知機能

の低下がみられる人は、1， 759人中526人で全体の 29.9%。また生活に充実感がない、 今まで楽しめた

ことが楽しめないなど、5項目 (問27の 21"'-'25)中2項目以上に該当したうつ傾向にある人は、1，759

人中315人で全体の 17.9%。

前回調査と比べると、認知機能の低下がみられる人はわずかに増加し、うつ傾向にある人はわずかに

減少 している。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(3 )病院の受診頻度

問 28 あなたは、ここ1年の聞で、どれくらいの頻度で病院など〈歯科をさむ〉で受診しました

か。複数の病院などで受診した揚合は合計回数をお答えください。 (0は1つ〉

全体

(N=2，985) 

「一男性

性 (n=1，315)

別女性

L(何n=円=1，脚6ω側馴oω附9引) 

「印(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

年 70-74歳
齢(何n=590)

別 75-79歳

l 
80-84歳
(n=312) 

85歳以上

【病院の受診頻度×性別・年齢別】

-病院などには、ほとんどかかっていない

包月に1回

02週!こ1回

国週に1回

臼週に数回

思ほとんど毎日

ロ無回答

3.5 

2.7 

4.0 

2.4 

3.2 

2.5 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80拡 100% 

ここ 1年の聞に病院などで受診した頻度は、「月に 1回」が 48.8%で最も多く、次いで 「病院などに

は、ほとんど、かかっていないJが 16.5%、r2週に 1回Jが 15.0%となっている。

性別でみると、「月に 1回J病院にかかる人の割合は男性の方が高く 、「週に 1回J以上かかる人の割

合は女性の方が高い。

年齢別にみると、「病院などには、ほとんどかかっていなしリ の割合は高い年齢層ほど割合が低くな

る停i向にある。
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第 1章高齢者一般調査

(4 )歯科の定期健診の有無

間29 あなたはこの 1年間の聞に、歯科の定期健診を受けましたか。 (0は1つ〉

【歯科の定期健診の有無×性別・年齢別・健康状態別】

全 体

(N=2，985) 

「男性
性 (n=1 ，315) 

別女性

し (n=I，609)

日(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

70-74歳
年 (n=590)
鈴
別 75-79歳

(n=428) じ0-84歳(n=312) 

85歳以よ
(n=213) 

「脈叫活し吋
(n=I，387) 

日常生活は自立、外出も

健 ひとりでできる(n=1，348)

空 家の中では自立、外出は

長 ひとりでできない(n=168)

別 日中もベッドの上での生活がL主体である(n=37)

1日中ベッドのよにいる
(n=16) 

仁 ・受け 回受けていない ロ無回答 コ

2.4 

1.8 

2.5 

0.7 

0.9 

1.7 

3.0 

1.6 

2.6 

1.8 

2.7 

0.0 

0覧 20弛 40% 60% 80拡 100覧

この 1年間に、歯科の定期健診を「受けたJ人は 55.1%、f受けていないJ人は42.5%となっている。

年齢別にみると、 80""84歳で歯科の定期健診を f受けたj 人よりも f受けていないJ人の方が多く、

これ以下の年齢層では、いずれも「受けたJ人が多くなっている。

健康状態別では、家の中では自立、外出はひとりでできない人や日中もベッドの上での生活が主体で

ある人で、受診率が低くなっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(5)歯の本数

閉30 あなだ自皐の歯は何本ありますか。親知らす歯はさみません。さし歯はあなた自皐の歯と

して鍛えます。 (0は1つ〉

全体

(N=2.985) 

「男性
性 (n=1.315)

別女性

L (n=1.609) 

「…(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

70-74歳
年 (n=590)

自7ト 79歳

l(=428) 
80-84歳
(n=312) 

85歳以上

(n=213) 

「駅普劃こーる
(n=1.387) 

日常生活は自立、外出も

鍵 ひとりでできる(何n=1.β348ω) 

空 家の中では自立、外出は

益 ひとりでできない川(n円F叩=司168)

B知別lリj 日中もベツドのよでの生活がL主肘吋…あ抗るh
1日中ベツドの上にいる

(n=16) 

【歯の本数×性別・年齢別・健康状態別】

。官

-会部ある(28本)

図半分くらいある(10-19;.$:)

臼ほとんどない(1-4本)

ロ無回答

20覧 40覧

図ほとんどある(20-27:1ド)

回あまりない(5-9本)

固まったくない(0本)

60拡 80覧

1.4 

0.9 

1.6 

0.7 

1.2 

1.4 

0.9 

2.2 

2.8 

0.9 

1.2 

2.4 

100覧

歯の本数は「全部あるJの 15.3%と fほとんどあるJの 39.6%を合わせた W20本以上ある』人は、

54.9%と半数以上を占める。

年齢別にみると、歯が 20本以上の人は年齢が上がるにしたがい減少し、85歳以上では 21.6%である。

健康状態別にみると、日中もベッドの上での生活が主体である人や 1日中ベッドの上にいる人では、

歯が 20本以上の人は3割未満と少なくなっている。
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第 1章高齢者一般調査

(6 )健康づくりや介護予防

①健康づくりや介護予防のためにしていること

問 31 健康づくりや介護予防のために、何かしていることがありますか。当てはまるものすべて

にOをつけてください。 (0はいくつでも〉

【健康づくりや介護予防のためにしていること】

0% 20覧 40略 60覧 80覧 100也

特に何もしていない

63.5 
日常生活でできることは、できるだけ

自分でするようにしている

バランスのとれた食事をするようにしている

散歩などできるだけ歩くようにしている

牛乳や乳製品をとるようにしている

軽い運動や体操などをしている

趣味や遊びなど楽しいことをする

なるべく人とのつきあい(会話)

をするようにしている

公民館等で開催されるふれあいサロンや

健康教室等に出かけている

その他

無回答日1.2

全体(N=2，985)

健康づくりや介護予防のためにしていることでは、「日常生活でできることは、できるだけ自分です

るようにしているJが 63.5%、「バランスのとれた食事をするようにしているJが 57.1%、「散歩など

できるだけ歩くようにしているJが 56.0%となっており、半数以上の人が行っている。また、「特に何

もしていないJ人は 4.9%であった。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

【健康づくりや介護予防のためにしていること×性別・年齢別・健康状態別】

。

てい歩欺 経b、
ロ公

選味
をな だ日 る牛乳 tこノ完 そ 4寺 型回産

回 ン民 する け常 しラ の
4宰 るな 選 や館 や るベ 自生 や てン 他 イ可 答
数 ど 動 健苦手 遊 よく 分活 事し いス も

で や 康で ぴ う人 でで 製 るの し
き 体 教関 な にと すで 品 と て
る 繰 室催 ど しの るき を 才も し、

だ な 等さ 楽 てつ よる と た な
け ど にれ し し、き フこ る 食 L、

歩 ~ 出る し、 るあ にと よ 主事
く し かふ ，:: b、 しは; フ を
よ て けれ と ( て す
フ し、 てあ を メ""ミ いで し る

る b、し、 す 話 るき て よ
し るサ る る u、 フ

全 体 2，985 1，672 1，227 290 1， 153 989 1，896 1， 310 1，703 102 145 35 
100.0 56.0 41. 1 9. 7 38.6 33.1 63.5 43.9 57.1 3.4 4.9 1.2 

性
男性 1，315 60.9 40.5 7.1 38.6 25.2 57.0 35.8 50.4 2. 5 6. 1 0.9 
女件 1， 609 52.0 42.0 11. 7 38.9 39.9 69.2 50.8 62.8 4.2 3.9 1.2 j'lIJ 
銀 u室主 61 57.4 31. 1 14.8 31. 1 26.2 55. 7 36.1 49.2 3. 3 4.9 6.6 
60~64歳 720 50.4 38.2 3.6 36.5 28.8 55.1 40.3 52.1 3.2 8.6 0.4 
65~69歳 680 54.6 41. 9 7.9 40.6 28. 7 60. 1 42.6 53. 7 2. 5 4.4 O. 7 

年 70~74歳 590 65.4 48.1 13. 1 45.3 39.3 68. 1 43. 7 64.2 2. 7 
22..2 8 

0.8 
齢 75~79歳 428 61. 9 45. 1 15.4 40. 7 37.9 72.2 53.3 61. 4 4.4 1.2 
5JIJ 80~84歳 312 53.5 36.2 12.8 37.2 39.4 70.5 48. 1 60.9 4. 5 2.9 1.6 

85歳以上 213 44.1 29. 1 9.9 19.7 26.8 63.4 38.0 50. 7 5.2 8.0 4.2 
無回是正 42 61. 9 35.7 14.3 35. 7 31. 0 57. 1 31. 0 54.8 4.8 4.8 7. 1 

健康で、普通に生活している 1，387 58.0 45.1 10.8 47.1 37.9 61. 1 44.2 59.8 3. 5 4.4 0.5 

何らかの病気や際がいはあるが、
1，348 59.6 39.7 10.0 34. 7 31. 0 68.2 45.3 56.6 2.9 4. 1 0.8 

円常生活は自立、外出もできる
健

何らかの病気や隊がいはあるが、
康 168 29.2 32.1 2.4 13. 7 22.6 64.9 41. 7 47.6 6.0 7. 1 1.8 
状

家の中では自立、外出はできない

悠
病気や障がいがあって、日 中も

37 8.1 13.5 0.0 5.4 2.7 21. 6 21. 6 51. 4 5.4 27.0 5.4 
別

ベッドの上での生活が主体である
病気や障がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる

16 0.0 12.5 。。 0.0 6.3 。。 6.3 12.5 6. 3 43.8 25.0 

無回答 29 37.9 17.2 3.4 24.1 17.2 44.8 24. 1 34.5 6.9 0.0 27.6 

性別でみると、 「なるべく人とのつきあい(会話)をするようにしているj、「日常生活でできること

は、できるだけ自分でするようにしているj、f牛乳や乳製品をとるようにしているJ、「バランスのとれ

た食事をするようにしているJなどの割合が男性よりも女性で高く、男性は「散歩などできるだけ歩く

ようにしているJ、「特に何もしていないJ人の割合が女性よりも高い。

年齢別でみると、 60'""'-'64歳、 85歳以上で「特に何もしていなしリ の割合が他に比べて高く、 70歳代

では多くの項目で取り組んでいる人の割合が高く 、80'""'-'84歳でも fなるべく人とのつきあい(会話)を

するようにしているJ、「日常生活でできることは、できるだけ自分でするようにしているJなどで割合

が高くなっている。

健康状態別でみると、家の中では自立している層までは、多くの取り組みで回答がみられ、ベッドの

上での生活が主体となる層以上では、「特に何もしていなしリの割合が高くなっている。
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第 1章高齢者一般調査

②健康づくりや介護予防のためにしていることの頻度

【間 31でr1.-5. Jと答えた方にうかがいます】

間31-1 それほどの頻度でしていますか。複数のことをしている揚合はその合計でお答えくだ

さい。 (0は1つ〉

【健康づくりや介護予防のためにしているζ との頻度×性別・年齢別】

全体

(N=2，985) 

「一男性

性 (n=1，315)

別女性

L (n=1，609) 

「…(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

70-74歳2(円 90)

男IJ 75-79歳

L 
80-84歳
(n=312) 

85歳以上

-週に1-2回 図週に3-4回 口週に5-6園 田毎日

0% 20% 40% 60覧 80拡

3.4 

100覧

健康づくりや介護予防のためにしていることの頻度は、「週に 3"-'4回Jが 29.5%で最も多く、次い

で 「週に 1"-'2回Jが24.7%、『毎日Jが23.3%、「週に 5"-'6回Jが 16.0%となっている。

性別でみると、男性の方で頻度が高く、 年齢別ではいずれも「週 1"-'2回J、「週 3-----4回j で過半数

を占めている。
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③健康づくりや介護予防のために利用している施設

【間 31でr1.-5. Jと答えた方にうかがいます】

間 31-2 健康づくりや介護予防のために利用している施設はありますか。当てはまるものすべ

てにOをつけてください。(0はいくつでも〉

【健康づくりや介護予防のために利用している施設】

O首 10覧 20拡 30弛 40首 50覧

近くの公園や遊歩道 40.0 

民間のスポーツクラブや文化サークル

公民館

市立の体育館・プール

老人福祉センター

その他

無回答

会体(n=2.430)

健康づくりや介護予防のために利用している施設では、「近くの公園や遊歩道」が 40.0%で最も多い。
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④何もしていない理由

【間 31でr10.Jと答えた方にうかがいます】

間31-3 伺ちレていない理由は何ですか。 (0はいくつでち〉

【何も していない理由】

0% 10拡 20覧 30拡 40首 50弛

時聞がない

健康なので必要性を感じていない 30.3 

何もしたくないから

やってみたが続かなかったから

何をすればよいのかわからないから

費用負担が大きいから

一緒にする人がいないから

運動などをする場所が近くにないから

その他

無回答

全体(n=145)

何もしていない理由は、 f健康なので必要性を感じていなしリが 30.3%で最も多く、次いで「何もし

たくないからJが20.7%、f時間がない」が 16.6%となっている。
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【何もしていない理由×性別・年齢別 ・健康状態別】

(%) 

用費
近選 IJ' かや か{ロ1 何 じ健 時 そ 無

回 く動 ら緒 つつ らを も て康 間 の 回
答 負 にな たて なす し いな 主1 他 容

数 相 など す かみ いれ た なの な
ÌJ~ い告と る らた かば く いで b、
大 かす 人 治2 らよ な 必
き らる 治宝 続 L、 b、 要
b、 場 b、 也、 の 色、 性
IJ、 所 な な IJ' ら を
ら 市t b、 わ 感

全体 145 12 l 9 17 14 30 44 24 33 7 
100.0 8. 3 O. 7 6.2 11. 7 9.7 20. 7 30.3 16.6 22.8 4.8 

性 男性 80 8.8 0.0 6.3 13.8 6.3 16.3 38.8 12.5 20.0 6.3 
女性 62 8. 1 1.6 6.5 8.1 14.5 24.2 19.4 22.6 27.4 3.2 5JIJ 
然回答 3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66. 7 33.3 0.0 。。 。。
60~64歳 62 11. 3 1.6 8.1 11. 3 9.7 17.7 41. 9 21. 0 17.7 3.2 
65~69歳 30 3.3 0.0 6. 7 23.3 0.0 13. 3 40.0 20.0 23.3 。。

年 70~74歳 13 0.0 0.0 7.7 7.7 15.4 15.4 23. 1 30.8 。。 15.4 
自令 75~79歳 12 16.7 0.0 0.0 8.3 8.3 16.7 16.7 8.3 33.3 16.7 
5JIJ 80~84歳 9 11. 1 0.0 11.1 11.1 33.3 55.6 0.0 0.0 22.2 。。

無8回5歳答以上 17 5.9 0.0 0.0 0.0 11. 8 29.4 0.0 0.0 52.9 5.9 
2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 。。 。。

健康で、普通に生活している 61 3.3 0.0 4.9 14.8 6.6 11. 5 55. 7 21. 3 16.4 1.6 

何らかの病気や障がいはあるが、
55 14.5 1.8 10.9 12.7 9. 1 23.6 16.4 20.0 16.4 9.1 

健 日常生活は自立外出もできる

E転
何らかの病気や踏まがいはあるが、

12 16.7 0.0 0.0 8.3 33.3 50.0 8.3 0.0 25.0 0.0 
状

家の中では自立 外出はできない

態
病気や障がいがあって、同中も

10 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 30.0 0.0 0.0 50.0 10.0 
5JIJ ベッドの上でのA主活が主体である

病気や障がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 。。 。。 85. 7 。。
終回答 。0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 。。 。。 。。 。。

性別でみると、男性は「やってみたが続かなかったからJ、「健康なので必要性を感じていなし、j の割

合が女性よりも高く、女性は「何をすればよいのかわからなし、からJ、「何もしたくないからJ、f時聞が

ないJなどの割合が高くなっている。

年齢別でみると、年齢が低い層では「健康なので必要性を感じていないJの割合が高く、反対に年齢

が高い層では「何もしたくないからJの割合が高くなっている。

健康状態別でみると、健康で、普通に生活している人で「健康なので必要性を感じていないJの割合

が過半数を占める。
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(7 )認知症について

①認知症への不安

間32 物忘れが多く、認知症ではないかとI~\配になることがありますか。 (0は 1 つ〉

【認知症への不安】

固ない ロ無回答

全体
(N=2，985) 

0% 20目 40覧 60% 80覧 100% 

認知症への不安については、「ないJが82.6%、「あるj が13.9%を占める。

②認知症について相談したこと

【間32でr1. jと答えた方にうかがいます】

間32-1 認知症について誰かに相談したことはありますか。(0は1つ〉

【認知症について相談したこと】

巳 ロ無回答

全体
(n=416) 

0% 20% 40弛 60% 80也 100覧

認知症への不安がある人の内、認知症について相談した経験は「なしリ が 62.3%、「あるJが36.3%

を占める。
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